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三 

月 

一
六
日 

ク
リ
ー
ン
デ
イ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

一
七
日 

お
願
い
づ
と
め 

一
八
日 

北
蒲
原
分
教
会
霊
祭 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
一
日 

由
利
霊
祭
（
朝
づ
と
め
後
） 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

 

二
六
日 

本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 
 
 
 
 

徳
沢
分
教
会
五
十
日
祭
、
納
骨 

 
 
 
 
 

伊
藤
愛
子
刀
自
合
祀
祭 

 

二
七
日 

伊
藤
愛
子
刀
自
五
十
日
祭
、
納
骨 

 

二
八
日
～
三
十
日 

大
教
会
役
員
当
番 

 

三
〇
日 

少
年
会
北
洋
団
お
つ
と
め
学
び
総
会 

 
 
 
 
 

四 

月 

 
 
 

二
日 

支
部
婦
人
会
（
九
時
半
） 

婦
人
会
一
班
勉
強
会 

佐
々
木
イ
ネ
子
刀
自
五
年
祭 

 
 

三
日 

支
部
例
会
（
東
滝
沢
分
教
会
） 

 
 

五
日 

お
願
い
づ
と
め
（
十
三
時
半
） 

 
 

六
日 

教
区
中
高
年
用
木
の
集
い 

 
 

七
日 

お
さ
づ
け
取
次
日 

 
 

九
日 

教
祖
誕
生
月
次
祭 

 
 

 

立教１８６年     令和５年      ４ 月 号 

由利 

教
会
看
板
完
成 
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

  

冬
の
季
節
も
よ
う
や
く
過
ぎ
去
り
、
今

は
丁
度
桜
が
満
開
の
よ
う
な
春
爛
漫
の
季

節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

  
  

こ
の
よ
う
な
う
ら
ら
か
な
お
日
和
の

中
、
神
殿
の
屋
根
の
新
た
な
改
修
工
事
の

音
が
時
折
響
き
渡
り
、
皆
様
方
の
御
真
実

の
お
陰
で
、
こ
の
よ
う
に
着
工
さ
せ
て
頂

く
事
が
で
き
、
本
当
に
お
め
で
た
く
有
難

い
事
だ
な
と
思
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

  
  

そ
の
改
修
工
事
と
時
を
合
わ
せ
る
が

如
く
、
こ
の
度
、
三
月
二
十
五
日
に
教
会

の
表
看
板
を
新
し
く
取
り
替
え
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
会
長
、
理
事
会
等

で
古
く
な
っ
た
表
看
板
の
改
修
等
を
相
談

は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
方
針
が

定
ま
ら
ず
、
創
立
百
二
十
周
年 

記
念
事
業

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
私

の
最
終
的
な
判
断
で
、
秋
田
石
材
に
依
頼

し
石
に
刻
ん
だ
形
で
の
掲
載
写
真
の
よ
う

な
看
板
が
完
成
し
た
次
第
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
木
製
の
看
板
で
す
と
、
十
五
年
も
す

る
と
木
に
ヒ
ビ
が
入
り
文
字
も
薄
れ
て
き

て
、
そ
の
度
に
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
看
板
で
す
と

半
永
久
的
に
設
置
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

 
 

 

あ
又
、
教
会
墓
地
の
事
で
す
が
、
皆
様
御

承
知
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
元
年
に
最
上

段
に
作
ら
れ
て
い
た
全
て
の
墓
地
を
下
段

の
方
に
移
築
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
あ

あ
し
か
し
な
が
ら
、
参
道
が
砕
石
で
出
来

た
道
の
た
め
、
足
の
不
自
由
な
方
に
は
参

拝
の
時
多
大
な
る
御
苦
労
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
そ
れ
を
改
善
す
べ

く
、
墓
地
管
理
費
の
一
部
を
運
用
し
、
左

官
業
の
佐
々
木
義
實
さ
ん
に
依
頼
し
て
、

写
真
の
様
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
参
道
を
造

成
致
し
ま
し
た
。
次
回
参
拝
さ
れ
る
時
は
、

以
前
よ
り
は
大
分
楽
に
御
移
動
頂
け
る
も

の
と
喜
ん
で
お
る
次
第
で
す
。 

  
  

以
上
様
々
な
改
修
等
の
報
告
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
教
祖
百
四
十
年
祭
三

年
千
日
に
入
っ
た
現
在
、『
形
の
ふ
し
ん
よ

り
心
の
ふ
し
ん
』
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、

形
に
勝
る
信
仰
内
容
の
充
実
に
向
か
っ
て

よ
り
一
層
進
ま
せ
て
頂
く
事
を
心
よ
り
お

願
い
致
し
ま
し
て
今
月
の
言
葉
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

         

御
用
を
通
し
て
徳
積
み
を 

 
 

 

 

当
教
会
の
会
長
さ
ん
が
四
月
二
十
八
日

か
ら
三
十
日
ま
で
大
教
会
の
役
員
当
番
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
佐
々
木
由
正
さ
ん
が
二
十
一
日
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さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
佐
々
木
由
正
さ
ん
が
二
十
一
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
大
教
会
青
年
会
、
二

十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
定
期
車
の
運

転
手
の
御
用
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

二
年
ぶ
り
の
開
催
！ 

「
大
教
会
お
つ
と
め
学
び
総
会
」 

 

三
月
三
十
日(

木)

に
大
教
会
に
て
お
つ

と
め
学
び
総
会
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
教
会
長
さ
ん 

の
お
話
、
お
つ
と 

め
学
び
後
に
、
お 

い
し
い
お
昼
ご
飯 

を
食
べ
ま
し
た
。 

昼
食
後
、
恒
例 

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ 

ン
が
行
わ
れ
、
お 

兄
さ
ん
、
お
姉
さ 

ん
の
ゲ
ー
ム
、
最
後
に
豪
華
景
品
の
ビ
ン

ゴ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

秋
田
か
ら
は
当
教
会
の
娘
三
人
、
豊
島

縁
ち
ゃ
ん
、
玲
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
育
成
会
員
は
四
名
の
参

加
で
し
た
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

秋
田
教
区
主
催 

第
四
回
前
会
長
及
び
中
高
年
用
木
の
集
い

開
催 

   
 

去
る
四
月
六
日(

木)

午
後
二
時
よ
り
、

秋
田
教
務
支
庁
を
会
場
に
〝
第
四
回
前
会

長
及
び
中
高
年
用
木
の
集
い
〟
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

  
 

最
初
に
同
集
い
の
会
長
で
あ
る
当
教

会
の
会
長
さ
ん
が
挨
拶
を
さ
れ
、
そ
の
後

第
一
講
と
し
て
、
大
曲
分
教
会
前
会
長
、

稲
毛
通
明
先
生
の
講
話
、
第
二
講
と
し
て

平
根
分
教
会
前
会
長
、
佐
藤
勇
悦
先
生
の

講
話
が
あ
り
、
そ
の
後
全
体
の
練
り
合
い

と
な
り
ま
し
た
。 

  
 

講
話
、
練
り
合
い
そ
れ
ぞ
れ
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
が
、
第
二
講
の
佐
藤
先
生
の
お
話
で
、

『
先
生
の
お
父
さ
ん
が
道
一
条
の
布
教
師

で
、
い
つ
も
丸
裸
に
お
供
え
さ
れ
る
た
め
、

父
に
い
つ
も
不
足
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
父
が
夜
中
も
お
助
け
に
出
て
い
る
中

で
、
あ
る
呉
服
店
の
泥
棒
の
嫌
疑
を
か
け

ら
れ
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ
一
週
間
位
独
房

に
拘
留
さ
れ
、
や
っ
と
釈
放
さ
れ
家
に
帰

っ
て
き
た
そ
う
で
す
。(

昔
の
警
察
は
恐
ろ

し
い
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。)

そ
の
帰
っ

て
き
た
お
父
さ
ん
が
、
何
故
か
当
時
子
供

の
勇
悦
先
生
の
頭
を
撫
で
な
が
ら
、
ポ
ツ

ン
と
涙
を
流
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
姿
を

見
て
、
働
か
な
い
で
貧
乏
さ
せ
て
い
る
父

を
軽
蔑
し
て
い
た
け
ど
、
も
し
か
し
た
ら

父
は
偉
い
の
か
も
知
れ
な
い
と
フ
ト
心
が

動
い
た
。
』
と
い
う
お
話
で
し
た
。 

  

由
利
部
内
か
ら
の
参
加
者
の
感
想
は
、

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
集
い
を
、
私
達
だ
け

聞
く
の
は
も
た
い
な
い
と
い
う
事
で
し
た
。 

 

教
祖
百
四
十
年
祭 

大
教
会
諭
達
巡
教 

 

由
利
分
教
会 

五
月
十
三
日(

土) 

月
次
祭 

大
教
会
役
員
、
稲
荷
岡
分
教
会
長 

講
師 

大
澤 

英
則
先
生 

 

皆
さ
ま
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
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 弧 
 
 
 
 

弓 

胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

小 

林 

理
英
子 

木 

内 

教 

子 

小 

林 

大 

晃 

東 

滝 

沢
（
前
） 

由 

利 

東 

布 

佐
々
木 

由 

正 

仁 
 

賀 
 

保 

亀 
 

田 
 

町 

利 
 

翔 
 
布 

由 
 

利 
 

道 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 
会 

 
 
 
 

長 

会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

伊 

藤 

奈
津
子 

坐
り
づ
と
め 

佐
々
木 

由 

正 

上 
 

之 
 

浜 

扈 
 
 

者 

齋 

藤 

美
和
子 

豊 

島 

末 

子 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

伊 

藤 

一 
男 

豊 

島 
栄 

二 

佐
々
木 

由 

明 

齋 

藤 

賢 

爾 
小 

林 

大 

晃 
佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

正 

利 
 

翔 
 

布 

由 

利 

東 

布 

亀 
 

田 
 

町 

小 

松 

敬 

子 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

松 

田 

理 

奈 

前 
 
 

半 

齋 

藤 

清 

一 

由 

利 

東 

布 

賛 
 
 

者 

畠 

山 
清 

香 

佐
々
木 

素 

子 

小 
川 

昭 

子 
小 

 

川 
 

心 
齋 

藤 

清 

一 

中 

村 

喜 

正 

佐
々
木 

義 

實 

小 

野 

繁 

樹 

利 
 

翔 
 

布 

豊 

島 

栄 

二 

由

利

東

布 

佐
々
木 

由 

明 

小 

林 

大 

晃 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

小 

川 

貴
美
子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

雄 
 

物 
 

川 

指 

図 

方 

 

部

内

だ
よ
り 

 

矢
島
町
分
教
会 

四
月
誕
生
祭
へ
、
由
利
車
で
二
名
、
矢
東
一
名
、

矢
浪
二
名
各
々
参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
楽
し
み
で

す
。 

 

仁
賀
保
分
教
会 

 

四
月
六
日
諭
達
巡
教
と
し
て
盤
湖
分
教
会
長
、
孔

岩
雄
先
生
よ
り
御
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

正
信
の
長
男
、
陽
真
は
中
学
に
入
学
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

亀
田
町
分
教
会 

小
川
道
子
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
教
会

の
襖
十
九
枚
の
は
り
替
え
が
終
わ
り
ま
し
た
。
１
メ

ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
見
る
分
に
は
何
の
問
題
の
な

い
出
来
栄
え
で
す
。 

 上
之
浜
分
教
会 

長
男
の
元
信
が
無
事
天
理
高
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
秋
田
で
お
心
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く

御
礼
致
し
ま
す
。 

 
 

   

五 月 祭 典 役 割 表    諭達巡教 大澤英則先生 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 
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